
は
じ
め
に

　

か
つ
て
小
学
校
の
校
庭
に
は
二
宮
金

次
郎
の
銅
像
が
あ
っ
た
。
薪
を
背
負
っ

て
、
本
を
読
み
な
が
ら
歩
い
て
い
る
少

年
時
代
の
金
次
郎
の
姿
で
あ
る
。
二
宮

金
次
郎
は
一
般
的
に
は
刻
苦
勉
励
の
象

徴
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
先
日
、
栃

木
県
内
を
車
で
走
っ
て
い
て
、
古
い
木

造
建
築
の
前
に
そ
の
金
次
郎
像
を
見
つ

け
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
見
た
金
次
郎
像
に
興
味

を
抱
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
金
次

郎
の
生
涯
と
業
績
を
調
べ
、
そ
の
足
跡

を
訪
ね
て
み
た
。
今
回
は
企
業
経
営
の

立
場
で
、
現
在
に
通
じ
る
金
次
郎
の
業

績
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

　

二
宮
金
次
郎
は
天
明
七
年
（1787

年
）

相
模
の
国
、栢
山
村
（
小
田
原
市
栢
山
町
）

で
比
較
的
裕
福
な
農
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
時
は
天
明
の
大
飢
饉
の
後
で

あ
り
、
武
家
も
農
民
も
疲
弊
し
て
い
た
。

　

寛
政
三
年
（1791

年
）
に
栢
山
村
近

く
を
流
れ
る
酒
匂
川
が
決
壊
し
、
二
宮

家
は
農
地
に
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。

金
次
郎
は
十
二
歳
で
病
気
の
父
利
衛
門

に
代
わ
り
、
酒
匂
川
堤
の
復
旧
工
事
の

役
務
に
従
事
す
る
。
大
人
た
ち
の
役
に

立
ち
た
い
一
心
か
ら
、
ワ
ラ
ジ
を
作
っ

て
提
供
し
た
り
、
堤
の
地
盤
を
強
固
に

す
る
た
め
に
酒
匂
川
堤
に
二
百
本
の
松

苗
を
植
え
た
り
、
と
言
う
話
が
残
っ
て

い
る
。
現
在
で
も
金
次
郎
が
植
え
た
と

言
わ
れ
る
松
が
大
き
く
育
っ
て
お
り
、

周
辺
の
水
田
と
共
に
美
し
い
景
観
と

な
っ
て
い
る
。
寛
政
十
二
年
（1800

年
）

に
父
が
死
去
し
、
享
和
二
年
（1802

年
）

十
六
歳
の
時
、
母
と
死
別
し
、
一
家
は

離
散
し
て
し
ま
う
。
金
次
郎
は
叔
父
の

万
兵
衛
の
家
で
暮
ら
す
こ
と
と
な
る
。

朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
、
夜
は
好
き
な
読

書
に
励
む
毎
日
で
あ
っ
た
。
万
兵
衛
が

夜
行
灯
の
油
を
使
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
と
言
う
こ
と
に
対
し
て
、
自
分
で
菜

種
を
植
え
、
そ
れ
を
油
屋
で
油
と
交
換

し
て
、
夜
の
読
書
に
当
て
た
と
言
う
逸

話
も
残
っ
て
い
る
。

　

や
が
て
彼
は
万
兵
衛
の
家
を
出
て
、

名
主
の
岡
部
家
な
ど
数
件
に
奉
公
し
、

給
金
を
た
め
て
田
圃
を
買
い
戻
し
て
い

く
。
二
十
歳
の
時
自
分
の
生
ま
れ
た
土

地
に
小
さ
な
家
を
建
て
、
自
立
し
た
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
彼
は
荒
地
を
耕

し
、
野
菜
を
作
り
、
山
か
ら
薪
を
拾
い
、

小
田
原
の
城
下
ま
で
売
り
に
行
っ
た
。

　

こ
う
し
て
金
が
た
ま
る
と
農
地
を
買

い
戻
し
て
い
き
、
三
十
一
歳
の
時
に
は

３
町
８
反
余
り
の
田
地
を
保
有
す
る
栢

山
村
で
も
指
折
り
の
大
地
主
と
な
っ
た
。

金
次
郎
は
所
有
し
た
農
地
で
の
作
業
は

小
作
人
に
任
せ
て
、
自
分
は
あ
ち
こ
ち

に
奉
公
し
て
い
る
。
自
分
の
能
力
を
向

上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
、
現
金
収
入
の
大
切
さ
も

認
識
し
て
い
た
も
の
と
思
う
。

　

二
十
五
歳
の
時
、
小
田
原
藩
家
老
の

服
部
家
の
屋
敷
に
若
頭
と
し
て
奉
公
す

る
こ
と
に
な
り
、
高
い
学
識
を
買
わ
れ

て
三
人
の
子
息
の
家
庭
教
師
を
頼
ま
れ

る
。
そ
の
後
、
こ
の
服
部
家
の
財
政
逼

迫
の
救
済
を
依
頼
さ
れ
、
再
建
を
果
た

す
。
金
次
郎
は
服
部
家
の
使
用
人
に
対

し
て
一
種
の
信
用
組
合
的
な
金
融
事
業

を
実
験
す
る
。
こ
の
仕
組
み
は
そ
の
後

小
田
原
藩
救
済
の
時
に
も
活
用
さ
れ
、

五
常
講
と
呼
ば
れ
た
。

　

金
次
郎
が
小
田
原
藩
の
命
に
よ
り
、

農
村
改
革
を
始
め
た
の
は
文
政
六
年

（1823

年
）
小
田
原
藩
の
飛
び
地
で
あ
っ

た
桜
町
領
三
か
村
（
現
在
の
栃
木
県
芳

賀
郡
二
宮
町
、
一
部
真
岡
市
）
の
改
革

か
ら
で
あ
る
。
金
次
郎
三
十
七
歳
。
そ

の
後
、
北
関
東
か
ら
東
北
に
か
け
て
の

各
藩
六
百
ヶ
村
以
上
の
農
村
改
革
を
行

い
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

天
保
七
年
（1836

年
）、
五
十
歳
の
時
、

小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
真
の
依
頼
で
、
藩

内
の
困
窮
し
て
い
た
村
々
の
救
済
を
行
う
。

五
六
歳
の
時
、
幕
臣
（
御
家
人
）
に
登
用

さ
れ
、
六
十
七
歳
で
幕
府
直
轄
地
日
光
の

改
革
の
命
を
受
け
た
。
そ
の
頃
よ
り
病
に

臥
す
こ
と
が
多
く
な
り
、安
政
三
年（1856

年
）
栃
木
県
今
市
市
に
お
い
て
六
十
九
歳

二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
）
の
経
営
革
新

二
宮
金
次
郎
の
生
涯

報徳神社の
二宮金次郎像
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で
逝
去
し
た
。
慰
霊
は
今
市
市
の
如
来
寺

に
永
眠
し
て
い
る
。

　

金
次
郎
の
農
村
改
革
の
手
法
（「
仕

法
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
概
ね
以
下
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

①
ま
ず
、
過
去
の
米
の
生
産
高
を
詳
細

に
調
査
し
て
、
生
産
実
績
に
合
わ
せ
て

納
税
額
と
農
民
の
取
り
分
を
決
定
す

る
。
こ
れ
は
「
分
度
」
と
呼
ば
れ
て
全

て
の
改
革
の
基
本
と
な
る
。

②
農
民
は
勤
勉
に
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

米
の
生
産
量
を
増
や
す
。
ま
た
、
日
常

生
活
は
倹
約
を
し
て
余
剰
金
を
生
み
出

し
、
生
活
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
。

③
生
産
高
と
分
度
と
の
差
額
（「
分
外
」

と
言
う
）
は
金
次
郎
が
預
か
り
、
次
の

投
資
の
原
資
と
す
る
。
分
外
の
資
金
を

使
っ
て
新
田
開
発
な
ど
を
行
う
。

　

ま
た
、
金
次
郎
の
「
仕
法
」
の
中
に

は
多
く
の
倫
理
的
な
側
面
が
あ
る
。
物

や
人
に
備
わ
る
良
さ
、
取
り
得
、
持
ち

味
の
こ
と
を
「
徳
」
と
名
づ
け
、
そ
れ

を
生
か
し
て
改
革
を
行
う
の
が
金
次
郎

流
の
仕
法
で
あ
る
。

　

金
次
郎
の
偉
業
は
経
済
破
綻
し
た
武

家
財
政
の
救
済
や
困
窮
し
た
農
村
の
村

お
こ
し
で
あ
り
今
で
言
う
経
営
革
新
、

経
営
再
建
と
言
え
る
。
金
次
郎
の
仕
法

を
通
し
て
現
在
に
も
通
じ
る
企
業
経
営
の

指
針
や
教
訓
を
幾
つ
か
ご
紹
介
し
よ
う
。

①
積
小
為
大

　

小
さ
い
こ
と
を
積
み
重
ね
て
こ
そ
、

大
き
な
こ
と
が
達
成
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
企
業
経
営
に
お
い
て
も
一

攫
千
金
は
あ
り
え
な
い
。
昨
今
の
経
済

危
機
の
中
で
は
、
日
々
の
販
売
努
力
や

生
産
性
向
上
な
ど
地
道
な
積
み
重
ね
が

企
業
発
展
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
認

識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
積
小
為
大
」
と

言
う
言
葉
は
金
次
郎
が
子
供
の
こ
ろ
か

ら
学
問
や
仕
法
に
お
い
て
実
践
し
て
き

た
基
本
と
な
る
行
動
指
針
で
あ
る
。

②
現
場
主
義

　

金
次
郎
は
改
革
の
主
役
は
現
場
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
服
部
家
の
財
政
再

建
に
当
っ
て
、
現
場
で
働
く
下
僕
や
下

女
、
中
間
た
ち
の
裁
量
に
全
て
を
任
せ

て
い
る
。
又
金
次
郎
は
農
村
の
改
革
に

当
っ
て
自
ら
村
々
を
見
て
回
り
、
そ
の

状
況
を
自
ら
の
目
で
把
握
し
て
い
た
。

現
在
の
経
営
に
お
い
て
も
、
経
営
者
は

製
造
現
場
や
客
先
の
声
な
ど
を
直
接
見

た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

営
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

③
入
り
を
量
り
て
、
出
ず
る
を
制
す

　

経
営
に
お
い
て
は
収
入
と
支
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

収
入
以
上
に
支
出
を
す
れ
ば
企
業
は
赤

字
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
不
足
に
陥
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
金
次
郎
は
武
家
の
財
政
再

建
に
当
っ
て
、
実
質
の
収
支
を
詳
細
に

計
算
し
、
藩
主
や
家
臣
た
ち
に
倹
約
の

実
行
を
強
い
て
い
る
。
し
か
し
、「
入
り
」

を
固
定
し
て
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
新
田
開
発
な
ど
「
入
り
」
を
増
や

す
努
力
も
推
奨
し
て
い
る
。

④
事
前
調
査
、
計
画
の
重
要
性

　

荒
廃
し
た
桜
町
領
の
改
革
に
当
っ
て
、

金
次
郎
は
四
回
現
地
に
足
を
運
び
、
収

穫
量
、
土
地
の
荒
れ
具
合
、
用
水
や
排

水
の
状
況
、
人
口
の
増
減
な
ど
を
詳
細

に
調
査
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ど
の

農
村
改
革
に
お
い
て
も
金
次
郎
は
事
前

に
詳
細
な
調
査
と
分
析
を
行
い
、
実
態

調
査
に
基
づ
い
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
か
ら
、
改
革
に
着
手
し
て
い

る
。
現
在
の
企
業
経
営
に
お
い
て
も
、

詳
細
に
現
状
を
分
析
し
た
後
、
そ
れ
を

元
に
経
営
計
画
を
策
定
し
、
実
行
に
移

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視

　

金
次
郎
の
仕
法
の
施
策
と
し
て
「
芋

コ
ジ
」
と
い
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
法
が
あ
る
。「
芋
コ
ジ
」
と
は
、
芋

を
桶
に
入
れ
て
洗
っ
て
い
く
過
程
で
芋

が
擦
れ
合
っ
て
、
き
れ
い
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
言
う
。
皆
で
討
議
し
て
衆
知

を
結
集
す
る
こ
と
、
即
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
会
議
で
あ
る
。
経
営
に
お
い
て
も

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
経
営

力
を
強
化
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

昨
年
来
の
米
国
発
金
融
危
機
の
影
響

で
、
多
く
の
中
小
企
業
は
苦
境
の
中
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
金
次
郎

の
言
う
「
勤
勉
、
倹
約
、
推
譲
」
の
精

神
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

終
戦
後
、
占
領
軍
の
某
少
佐
は
「
二

宮
尊
徳
翁
は
、
日
本
が
生
ん
だ
最
大
の

民
主
主
義
者
で
あ
る
」
と
評
価
し
、
昭

和
二
十
一
年
に
発
行
さ
れ
た
一
円
紙
幣

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昔
ま
く　

木
の
実
大
木
と
な
り
に
け
り

　

い
ま
ま
く
木
の
実　

の
ち
の
大
木
ぞ

（
金
次
郎
作　

道
歌
よ
り
）
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